
生産設備から信号を発信しターゲットボードへ書込み

Flasher PRO

本体ボタン操作での書込

様々な量産ニーズに対応するフラッシュプログラマ

Flasher ARM 対応コア（Arm Cortex / ARM7/9/11）・機能をフルカバー
RISC-V、RX、RL78、MSP430、AVR、TriCore、RH850、PowerPC
PIC16 / PIC18 など広範囲なコアサポート

フラッシュ書き込み製品の詳細ははお問い合わせください。
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株式会社エンビテック

量産運用ニーズに合わせて様々な書込方法をサポート

Flasher は本体のボタン操作での書込の他、生産ラインで利用
できるように RS-232 / LAN 経由でコマンドの入出力が可能と
なります。生産設備やＰＣソフトウェア（NI 社製 Labview など）
と連携し、複雑な生産工程、暗号鍵のユニーク出力などに対応が
可能となります。

プログラムイメージを Flasher 内蔵ストレージに保存し、
本体ボタン操作でターゲットボードへ書込み

管理用 PC や PLC/PIO から Ethernet 接続で ASCII コマンド
命令を発信、ターゲットボードへ書込み

管理用 PC や PLC/PIO からシリアル接続で ASCII コマンド
命令を発信、ターゲットボードへ書込み

LAN 経由のコマンド制御

シリアル（RS-232) 経由のコマンド制御

外部トリガー（信号発信）での書き込み

本体ボタン LAN
RS-232
PLC/PIO

対応デバイス 20,000 型番以上
無償デバイス対応アップデート

QSPI 高速書き込み対応
Flasher PRO は 4pin を利用する QSPI クアッドモードプログラミングをサポートし
ます。QSPI フラッシュインターフェースから高速書き込みで大容量アプリケーショ
ンデータを短時間で転送します。

ソフトウェア資産の保護対応
社外の生産ラインにおける不正操作を防止、ソフトウェア資産の流出を保護します。

QSPI Quad ModeQSPI Quad Mode

Authorized FlashingAuthorized Flashing

書込書込回数の制限設定可能

内蔵ストレージのプログラムイメージ保護

本書込操作可能な数量を任意で設定できます。
委託数量を超える量産を制限し、不正な量産製品の発生を防ぎます。

プログラムデータを Flasher 本体のセキュアフォルダにコピーすることで、データ読取を防ぎます。
第三者が不正にプログラムイメージを取得できないようにします。

J-Link DSK ライセンス
未対応・マイナーデバイス対応
外部 QSPI フラッシュ接続カスタマイズ

Device Support FrameworkDevice Support Framework

J-Link DSK は、未対応デバイスをユーザーが独自に対応できるフレームワーク
です。これにより、未対応の CPU や (Q)SPI フラッシュへの書き込みが可能とな
ります。対応済み CPU の外部 QSPI フラッシュについては、リファレンスボー
ド上で書き込み確認済みです。JTAG/SWD 経由で QSPI フラッシュに書き込む場
合は、接続ピン配置があらかじめ設定されていますが、カスタムボードが標準設
定以外の接続である場合は、ピン配置をカスタマイズしてご利用いただけます。
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